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研究成果の概要（和文）：	
 

本研究では，パミール高原の中核地域であるタジキスタン共和国東部とキルギス共和国南
部を主たる対象地域として，1991 年の経済自由化がもたらした貧困が招く自然資源（大型
草食動物と灌木）の利用（消費）の実態，土地利用（特に放牧地利用）変化，貧困が招い
たオオカミ増加が家畜に対して与える影響，ツーリズムの現状，などを明らかにし，その
上で持続的な自然資源の利用（保全）につながるジオエコツーリズムの導入について考察
した。	
 
	
 
研究成果の概要（英文）：	
 
	
 	
 This	
 study,	
 focusing	
 in	
 the	
 marginal	
 and	
 poor	
 mountain	
 areas	
 of	
 the	
 eastern	
 part	
 
of	
 Tajikistan	
 and	
 southern	
 part	
 of	
 Kyrgyz	
 after	
 the	
 1991	
 independence	
 from	
 the	
 former	
 
Soviet	
 Union,	
 clarified	
 the	
 status	
 of	
 the	
 consumption	
 of	
 natural	
 resources	
 such	
 as	
 
large	
 herbivores	
 and	
 shrub	
 trees,	
 examined	
 the	
 transformation	
 of	
 land	
 use	
 (especially,	
 
summer	
 and	
 winter	
 pastures)	
 and	
 the	
 status	
 of	
 the	
 primitive	
 tourism,	
 and	
 identified	
 
the	
 increased	
 wolf-livestock	
 conflict.	
 Further,	
 this	
 study	
 discussed	
 about	
 
possibilities	
 in	
 the	
 development	
 of	
 geo-ecotourism	
 for	
 sustainable	
 use	
 or	
 
conservation	
 of	
 the	
 natural	
 resources.	
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１．研究開始当初の背景	
 
(1)	
 1991年まで，キルギスとタジキスタンは，
社会主義制度のもとに中央政府から食料・燃
料などの配給を受けており，たとえば，ヤギ，

ヒツジの放牧にしても，季節的移動の時期・
場所がすべて制度上厳しくコントロールさ
れていた。したがって，良くも悪くも自然環
境資源利用の中央管理が徹底していた。とこ
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ろが，1991 年にソ連邦が崩壊すると，中央政
府からの食料・燃料配給がなくなり，キルギ
スやタジキスタンは貧困国に仲間入りして
しまった。	
 
(2)	
 	
 両国は，独立後，共に貧困からの脱却
を目指しているが，キルギスが比較的スムー
ズに経済発展を進めているのに対して，タジ
キスタンは 1993 年~1997 年を中心とした内
戦の影響などによって，現在も極めて貧困な
状況におかれている。特に，タジキスタンの
中でも東部の山岳地域のパミール高原地域
において貧困は深刻であり，国連大学と本研
究のメンバーによる予察的な野外観察の結
果，野生動物資源の違法ハンティングや，乾
燥高山砂漠に自生する灌木を燃料として販
売するなどして，現金収入を得て生活をする
人たちが多いことがわかってきた。この状態
を放置しておけば，近い将来，自然資源が枯
渇することは明らかである。	
 
(3)	
 そこで，まず，ソ連邦崩壊後に，これら
の２つの国の山岳地域で，どのような社会変
容が生じているのかを明らかにすることが
第１の課題として浮かび上がり，さらに，貧
困ゆえに地元住民がどのように自然環境資
源を消費・搾取しているのかを明らかにし，
そのうえで，持続的自然環境資源の利用を推
進させるために，どのような方策が考えられ
るのかを明らかにする必要があることが判
明した。持続的な資源利用の一つの方法とし
ては，調査対象地域が，観光開発に適したさ
まざまなポテンシャルを持っていることが
わかったので，従来から世界各地で進められ
ているエコツーリズムの概念に加えて，山岳
地域特有の地学的な要素を統合させた，“ジ
オエコツーリズム”の新しい概念を現地に導
入することで，この地域が抱える環境問題に
応えていくことを最終的なゴールとした。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
(1)	
 本研究は，1991 年のソ連邦崩壊後に，キ
ルギス共和国とタジキスタン共和国が独立
したことによって，これら両国の山岳地域
（パミール高原地域）で，どのような社会変
容が生じているのかを明らかにし，その結果
として，どのように自然環境資源が消費・搾
取・枯渇しているのかを明らかにし，そのう
えで持続的自然環境資源の利用を推進させ
るために，どのような方策が考えられるのか
を明らかにすることを目的としている。	
 
(2)	
 具体的には，自然環境資源の持続敵利用
と保全を進めるために，ジオエコツーリズム
の導入を考える。	
 
	
 
３．研究の方法	
 
(1)	
 調査は，主としてキルギス南部のアラ
イ地域とタジキスタン北部のカラクル湖地
域において行い，これらの地域の他に，キ

ルギス東部サリチャト・エルタシ保護区と
タジキスタン南部ワハン回廊においても調
査を行った。	
 
(2)	
 本研究で用いた調査は，地形図・各種
主題図・衛星画像を用いたリモートセンシ
ング・GIS による室内調査と，聞き取り・
アンケート・野外観察などの現地調査から
なる。	
 
(3)	
 これまでの応募者らによる情報収集で
は，ソ連邦崩壊に関わる社会変容については，
地元研究者や海外の研究者らによる既存研
究はほとんどない。一方で，ソ連邦崩壊前の
土地利用，土地被覆などについては，旧ソ連
が地図を作成しているので，データを購入し
て利用する。崩壊後（現在）の土地利用，土
地被覆については，ALOS 衛星画像ならびに現
地観察，購入する三次元写真図化計測システ
ムによる解析によって図化が可能である。両
者の比較から崩壊前後の変化を明らかにす
る。また，カシ・カス村およびカラクル村に
おいて，ソ連邦崩壊前後の産業構造の変化を
聞き取りによって明らかにする。	
 
(4)	
 消費されている野生動物（特にマルコポ
ーロシープ）については，分布域や頭数さえ
わかっていない。マルコポーロシープは，ヒ
マラヤやカラコルムでは絶滅危惧種に指定
されていることが多く，このまま放置すれば，
パミールにおいても，ジオエコツーリズムの
大きな資源を失うことになる。この観点から，
マルコポーロシープを中心とした野生動物
の分布域・数についてのマッピング調査を行
う。さらに，違法狩猟の実態につても両国政
府と協力して聞き取り調査を行う。サリチャ
ト・エルタシ保護区では，将来の研究のため
の予備調査として，GPS 首輪を野生動物に取
り付けて，行動圏の補足ができるかテストす
る。また，灌木の違法伐採・販売についても
現地調査する。	
 
(5)	
 こうした地域において，自然環境資源を
保全し，持続性を高めるためには，経済的持
続性を高めねばならない。そこで，ジオエコ
ツーリズムの導入を提案する。具体的な調査
としては，氷河変動に関する調査，周氷河地
形・プロセスに関する調査，野生動物分布に
関する調査，農作物に関する調査，家畜の移
牧・遊牧に関する調査などを行い，それぞれ
主題図を作成して，GIS を用いて，ジオエコ
ツアー・マップおよびパンフレットを作成す
る。これらの図・パンフレットを現地に還元
して（地元住民にガイディングのトレーニン
グを行う），ジオエコツアーの導入をめざす。	
 
(6)ソ連邦崩壊後に生じた土地利用変化の結
果，キルギス側では，集落周辺の斜面で土壌
侵食が生じていることが，現地観察からわか
っており，この問題に対しては，購入する三
次元写真図化計測システムを用いて解析す
る（ただし，予算削減のため，システム購入
を見送ったことから，この点については実施
できなかった）。	
 
(7)	
 近年の温暖化による永久凍土融解が，放



牧斜面上部で発生していると考えられ，土壌
侵食を助長している可能性が大きい。このた
め，現地において，永久凍土の下限高度を明
らかにし，永久凍土面（夏に融解する土層＝
活動層の厚さ）の推定を行う。（ただし，現
地でのその後の観察から，本調査地域では，	
 
1991 年の独立後の土壌侵食の役割が著しく
大きくないことが判明したため，多大な予算
を必要とする本調査項目を研究計画から除
外した）。	
 
	
 
４．研究成果	
 

(1)	
 タジキスタン北東部カラクル湖周辺にお

いて，衛星画像解析・DEM作成，ならびに地形

学図の作成を行った。この地形学図と現地調

査によって，カラクル湖集水域の地形発達史

と氷河の消長との関係を明らかにした（

Tetsuya	
 Komatsuの博士論文研究）。この成果

はジオエコツーリズム資源の一つとして利用

可能である。	
 
(2)	
 ２地域について，文献調査・統計資料調
査を中心に自然保護制度についての整理を
行った。現地では，ソ連邦崩壊後の産業構造
変化の聞き取り調査（特に農業と牧畜業），
観光・野生動物・生活などに関するアンケー
ト調査（両地域で 3 回にわたって，約 1,100
部配布）を行った。	
 
	
 (3)	
 牧畜に関しては，アライ谷においては，
ソ連邦時代および現在の土地利用（放牧地分
布）を図化し，その変化を明らかにした。カ
ラクル湖周辺地域においては，現在の放牧地
の分布を図化した。また，GIS を用いて，キ
ルギス側で景観解析を行い，現時の土地利用
との関係，ならびに将来のツーリズムポテン
シャルについての議論を行った。	
 
(4)	
 タジキスタン，キルギス共和国では，貧
困が自然資源消費を加速させていることが
わかった。具体的には，(1)野生動物の違法
狩猟，および(2)燃料としての販売を目的と
した，高山乾燥砂漠地域でのまばらな灌木の
採取，の２つの経路で自然資源消費が進行し
ていることがわかった。特にタジク国立公園
側で状況が深刻で，タジク国立公園を拡大さ
せて国際公園化を進める計画があるが，現国
立公園でさえほとんど機能していないこと
がわかった。	
 
(5)	
 野生動物調査については，現地調査・ア
ンケート調査を行ったところ，オオカミによ
る家畜への被害が，1991 年の独立以降にキル
ギス南部およびタジキスタン北東部できわ
めて深刻になっていることがわかった。アイ
ベックスおよびマルコポーロシープの違法
狩猟の実態についても調査を行い，保護制度
上の問題点を明らかにした。	
 
(6)	
 灌木の消費については，上昇する販売価
格の調査，採取場所，販売方法などについて
の基礎的なデータを得た。生態学的評価につ
いては，今後の課題である。	
 
(7)	
 キルギス側で，ツーリズムによってもた

らされる収入の地元への貢献度についての
聞き取り調査および家畜移牧による土地荒
廃についての調査，ジオエコツーリズム資源
としての地名調査などを行った	
 
(8)	
 ジオエコツーリズムの現状理解とその
改善を目的として，合計５つの谷でジオエコ
ツアー開発の可能性について，山岳景観（ジ
オエコツーリズム資源），ルート，インフラ
などに関する直接観察を行った。	
 
(9)	
 アライ谷地域では，気象観測結果から，
谷東部地域が農作物の生育限界を超えてい
ることがわかった。東部地域の住民は，すべ
ての農作物を遠方から買い求めているが，谷
の中・西部地域では，収穫した農作物を遠方
の大都市まで輸送して販売していることが
わかった。アライ谷地域の経済の持続性に関
して現地調査を行ったところ，農業の持続性
を高めるため地域内流通網を構築すべきだ
という結論に達し，その提言をおこなった
（Leba	
 Gaunavinaka の修士論文研究）。	
 
(10)	
 中央アジアで広く 1991 年以降に加速度
化されていると信じられている土壌侵食に
ついては，アライ谷での現地調査の結果，ア
ライ谷においては独立前のソ連邦時代から
すでに発生しており，特に独立後に加速度的
に進行しているわけではないことがわかっ
た。この結果は，従来から中央アジアで実施
されている多くの土地荒廃・土壌侵食防止プ
ロジェクトに対して，ステレオタイプのシナ
リオに基づく海外援助プログラムの見直し
を迫るものとなった。	
 
(11)	
 サブ調査地域として，タジキスタン南
部ワハン回廊およびキルギスタン東部サリ
チャト・エルタシ保護区で野外調査を行った。
ワハン回廊では，農業と観光インフラについ
ての調査を行い，経済への観光の影響がすで
に急速に顕在化し始めていることを明らか
にした。さらにサリチャト・エルタシ保護区
では，マルコポーロシープの行動圏について
の予察調査および保護区管理官から聞き取
り調査を行い，今後の調査展開の基礎とした。	
 
(12)	
 これらの成果の一部は，中央アジアで
の研究歴が長いヨーロッパ（特にスイス，ド
イツ）の研究者グループにも伝えられ（会議
への出席，CD による論文の配布など），相互
に研究進展に貢献した。	
 
(13)	
 また，これらの成果の一部は，国連大
学が地球環境ファシリティ（GEF）の資金で
実施している開発プロジェクト「パミール・
アライ山脈の持続的土地管理プロジェクト」
に対して学術的な側面からの貢献になって
いる（国連大学の開発プロジェクトから本研
究に対する財政援助は一切ない）。具体的に
は，毎年現地で開催される会議において，本
研究の成果を発表し，その成果の一部を国連
大学が開発プロジェクトに活用している。毎
年の成果は，国連大学を通して GEF および



UNEP にも報告されている。	
 
(14)	
 本研究は，当初は 4 年間で実施する予
定であったが，前年度申請により 2011 年度
から次期科研費研究が採択されたため，2010
年度をもって 3 年間で終了し，次期科研費研
究に移行することとなった。このため，本来，
最終年度である今年度（2011 年度）にまとめ
る計画であったジオエコツーリズムマップ
については，未完成の状態にある。地元社会
への研究成果還元の一手段としてジオエコ
ツーリズムマップが重要であることから，改
良を加えたうえで，次期科研費研究の中で出
版を予定している。	
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